
 

 

 １．マスク着用や小まめな手洗いに取り組みます。   

・ 出退勤時・入室時の手洗いまたは手指消毒を習慣化。 

   ・ 業務中、外出時にマスク着用を励行。 

 ２．スタッフの健康管理を徹底します。           
・ 出勤前の検温及び健康チェックを徹底し、確認しあいます。 

   ・ 微熱や軽い風邪症状の場合でも出勤前に職場に報告します。 

 ３．施設内の定期的な換気を行います。           

・ こまめな窓の開閉、空調設備を使用した換気を行います。 

   ・ エアコン、暖房使用時も定期的に窓を開けます。 

 ４．設備、器具などの定期的な消毒・清掃を行います。  
・ 定時に誰がどこを行うかを決め、習慣化します。 

   ・ 食事前後、人の出入りがあった時などは速やかに行います。 

 ５．人と人との接触機会を減らすことに取り組みます。  

   ・ 店舗、休憩室、相談室では飛沫防止シートやパネルを使用します。 

   ・ 休憩時間や休憩場所を分散します。 

   ・ 面会や会議等はソーシャルディスタンスへの配慮を行います。 

   ・ オンラインでの会議や研修、リモートワークを取り入れます。 

６．来訪者の方への感染対策を呼びかけます。     
・ 体温測定、マスク着用、手指消毒のお願いと生活空間との分離。 

 

７．事業所内に掲示し、職員及び関係者の皆様と連携して 

利用者様の健康と安全を守ります。 

               社会福祉法人 静内ペテカリ  

「新北海道スタイル」安心宣言 

私たち事業者は、 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、 

「 ７つの習慣化 」 

に取り組みます！ 


